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雁1既コ
政
府
・
東
電

「福
島
切
り
捨
て
」
に
舵

原
発
問
題
住
民
運
動
全
国
連
絡
セ
ン

タ
ー
は
十

一
月
十
九
日
、
川
崎
市
内
の

「サ
ン
ピ
ア
ン
か
わ
さ
き
」

（川
崎
市

労
働
会
館
）
で
設
立
三
十
周
年
の
第
二

十

一
回
全
国
総
会

・
交
流
集
会
を
開
い

た
。
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
の
原
発

立
地
地
域
は
じ
め
東
京
な
ど
非
立
地
地

域
の
代
表
が
参
加
し
、
当
面
の
原
発
情

勢
と
活
動
方
向
な
ど
を
議
論
し
た
。

林
広
員
氏

（福
井
）
が
議
長
を
務
め

た
。伊
藤
達
也
筆
頭
代
表
委
員
が
全
国
総

〈
ム
・
一か
（

流
集
会

へ
の「代
表

委
員
会

整

ど
（三
～

八
面
参

照
）
を

行
っ
た

こ
の
報
告
は
前
日
十
八
日
に
開
か
れ
た

全
国
代
表
委
員
会
で
確
認
さ
れ
た
も
の
。

伊
東
氏
は
、
十
万
人
以
上
の
人
々
が

故
郷
に
帰
れ
ず
、
県
内
の
汚
染
上
を
集

中
貯
蔵
す
る
放
射
性
廃
棄
物
中
間
貯
蔵

施
設
や
事
故
収
束
の
要
で
あ
る
廃
炉
作

業
の
見
通
し
も
な
い
な
か
で
、
国
と
東

電
が

「福
島
切
り
捨
て
」
に
舵
を
切
っ

て
い
る
こ
と
を
批
判
。
国
と
東
電
は
原

子
力
災
害
の
加
生
曇
屋
」を
認
め
、
真
摯

に
被
災
者

・
被
災
地
対
策
、
事
故
収
東

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
改
め
て
求
め

た
。伊
東
氏
は
、
福
島
大
学
が
実
施

（九

月
六
日
）
し
た
第
二
回
双
葉
郡
住
民
実

態
調
査
結
果
を
紹
介
し
な
が
ら
、
国
こ

そ
が
実
態
調
査
を
し
て
リ
ア
ル
な
実
態

を
掌
握
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
支
援
策

を
求
め
た
「
な
か
で
も

∩
轟
ち
た
人
々
」

「②
帰
れ
な
い
人
々
」

「③
福
島
に
住

み
続
け
て
い
る
人
々
」
へ
の
調
査
を
求

め
た
。「自
主
避
難
者
」
は
①
②
の
調
査
対

象
に
含
ま
れ
る
が
、
原
発
事
故
に
よ
る

避
難
者
で
あ
る
事
情
に
変
わ
り
な
い
こ

と
を
指
摘
ｏ
福
島
の
全
十
基
廃
炉
と
安

全
な
廃
炉
作
業
は
福
島
県
民
の
安
全

・

安
心
な
暮
ら
し
の
大
前
提
と
強
調
し
た
。

伊
東
氏
は
、　
屑
纂
ゼ
ロ
ヘ
の
展
望
」

と
し
て

「３
ｏ
ｌ
ｌ
事
故
」
以
来
、
国

民
意
識
が
大
転
換
し
、
今
も
そ
の
途
上

に
あ
る
こ
と
に
確
信
を
持
ち
、
い
っ
そ

う
広
げ
る
こ
と
が
大
切
と
訴
え
た
。

伊
東
氏
は
、
原
住
連
設
立
二
十
年
に

触
れ
、
原
住
連
の
原
発
問
題
の
基
本
認

識
、
運
動
論
、
こ
の
間
の
取
り
組
み
な

ど
を

「自
己
紹
介
」
し
、
住
民
運
動
の

主
体
形
成
を
訴
え
た
。
な
か
で
も
原
住

連
の
機
関
紙

「げ
ん
ぱ
つ
」
読
者
が
運

動
の
支
え
で
あ
り
、
宝
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
、
読
者
拡
大
を
呼
び
か
け
た
。

「討
論
」
で
は
十
二
人
が
発
言

（二

面
参
昭
ｏ
し
た
。
伊
東
氏
が

「討
論
の

ま
と
め
」
を
行
っ
た
。
集
会
は
、
代
表

委
員
会
報
告
、
討
論
の
ま
と
め
の
基
本

認
識
の
共
有
を
確
認
し
た
。

集
会
は
、
次
期
代
表
委
員
を
選
出

（二
面
参
昭
の
し
た
。

代表委員会報告をする伊東筆頭
代表委員

○
東
電

・
電
事
連

・
規
制
委
へ

「申
し
入
れ
」
と
交
渉

（二
面
）

○
全
国
代
表
委
員
会
報
告

（三
～
七
面
）

○
東
電

ｏ
規
制
委

へ
の

「申
し
入
れ
」
（七
～
十
面
）

●

「福
島
原
発
事
故

は
終
わ

つ
た
」
―
今

回
の
東
電

・
電
事
連

・

規
制
委
交
渉
を
通
じ

て
彼
ら
に
共
通
し
て

見
ら
れ
る
態
度
で
あ
っ
た
●
福
島

第

一
原
発
事
故
で

「大
変
な
迷
惑

と
ご
心
配
を
か
け
た
」
と
し
て

「心
よ
り
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
」
と
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で

は
述
べ
る
が
、
交
渉
に
入
れ
ば

一

転

「原
発
は
必
要
」

「原
発
は
安

全
」
を
繰
り
返
し
、
事
故
に
対
す

る
根
本
的
な
反
省
は
な
い
●
し
か

も
、
事
故
対
応
費
だ
け
で
は
な
く

廃
炉
費
用
ま
で
電
気
料
金
や
税
金

で
国
民
負
担
と
な
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と

へ
の
言

及
も
い
っ
さ
い
な
い
。

こ
こ
ま
で
堕
落
し
た
人
間
を
見
る

の
に
は
苦
痛
が
と
も
な
う
●

「原

発
依
存
」
は
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

・

経
済
を
大
き
く
ゆ
が
め
た
。
電
力

会
社
の
経
営
は
、
原
発
依
存
が
高

い
ほ
ど
、
常
識
を
欠
い
た

「原
発

安
全
」
論
を
い
う
。
安
全

へ
の
配

慮
ど
こ
ろ
か
営
利
第

一
の
丸
出
し

で
あ
る
●
こ
の
荒
廃
は
安
倍
首
相

の
五
輪
誘
致
の

「ア
ン
ダ
ー
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」
発
言
以
後
深
ま
る
。


